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１．課題の名称等 

研 究 開 発課 題 名 ： 自己バイアス式集積化 SAE-MEMS センサの開発 

研 究 責 任 者 ： 山根 大輔（立命館大学） 

 

２．研究開発の目的 

本研究は、MEMS（Micro Electro Mechanical Systems）物理センサの高感度化と低消費電力化との

トレードオフ関係を克服するため、自己組織化エレクトレット（SAE）を活用した自己バイアス式集積化

SAE-MEMS センサの開発を目的とする。提案技術により、MEMS センサ内に SAE を用いることで、消

費電力を増やすことなく感度を向上させることが可能である。本技術は MEMS および半導体集積回路

との高い親和性を持ち、量産性にも優れることから、次世代の IoT センサや Society 5.0 の実現に貢献

できる。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

本研究開発は、電源を用いずに自己バイアスを形成できる自己組織化エレクトレット（SAE）を活用

し、高感度かつ低消費電力な MEMS センサの開発を目的とした。実施期間中に、SAE-MEMS チップに

よる高電位生成（50V 以上）、そのモデル化、さらには原理検証用センサの設計・試作に成功した。ま

た、表面電位制御技術の開発・特許出願や、光・温湿度の様々な環境下における SAE の信頼性評価

も実施した。これらの成果は、次世代センサ技術の基盤形成に寄与する。 

 

3-2. 今後の展開 

本課題で得られた成果を基盤とし、今後は SAE-MEMS センサの性能評価・信頼性向上をさらに進

めるとともに、国内外の研究機関や企業との共同研究を通じて量産プロセスへの展開を推進する。こ

れにより IoT や社会インフラ等、多様な分野での応用を視野に実用化を促進する。あわせて新規技術

の創出や知的財産化にも積極的に取り組み、持続的な産業貢献を目指す。さらに、人材育成や情報

発信にも注力し、次世代の研究・開発基盤の強化と社会実装の加速に努める。 


